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はじめに 

                                 

令和７年２月 13日，令和６年度課題研究発表

会・市商地域創造プログラム報告会を，高知県立

県民文化ホールにて開催した。令和４年度から

始まった文部科学省「新時代に対応した高等学

校改革推進事業（創造的教育方法実践プログラ

ム）」の集大成となる発表会を終え，感慨深いも

のがある。ここでの感想は割愛し，感無量のまま

終えたいところだが，この３年間をあらためて

振り返りたい。 

 

この事業に取り組んで得たことが大きく２つ

ある。１つは，教職員との対話が高知商業のチー

ム力を加速させたということだ。新しいカリ

キュラムづくりは学校づくりであり，学校づく

りのためには，教職員同士が心を開いて対話す

ることが重要である。当たり前のことだとお叱

りを受けるかもしれないが，この事業を通じて意見をぶつけ合い，協力し合ったことは，

高知商業高等学校にとって大きな財産となった。事業指定を受けた当初は，日常の業務

に加え，新たな取り組みへの負担が一人ひとりにのしかかった。しかし，対話を通じて

見えたのは，生徒のことを真剣に考え，模索し，創造する教職員の姿だった。志高く取

り組む本校教員の姿に触れ，誇りに感じるとともに，深く感謝している。この力こそが，

３年目を終えた今もなお，次につながるステップになると確信している。 

 

もう１つは，高知商業高等学校を支える多くの応援団を得たことである。本校を温か

く支えてくださるコンソーシアムは，学科コースを担当する本校教員がコーディネータ

となり築いてくれた。その尽力には，ただただ敬服するばかりである。一目で分かるよ

う視覚化を試みたが，パワーポイント１枚には到底収めきれないほどの広がりを見せた。

個人的には，運営指導委員会にご協力いただいた委員の皆様からの助言が，ときに深い

反省を促し，ときに新たな光を見せていただいたことに，心から感謝している。 

 

また，冒頭で触れた報告会当日には，この事業を通じてつながった企業・団体に加え，

県外他校の先生方も，オンラインを含め駆けつけてくださった。この場を借りて，あら

ためて心より御礼申し上げたい。 

深く感謝するとともに，これからもなお一層のご協力とご支援を賜りますようお願い

申し上げます。本当にありがとうございました。 

令和７年３月吉日           

高知商業高等学校 校長 成瀬 孝治  
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Ⅰ 令和６年度市商地域創造プログラムの成果と課題 

１ 成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和４年度から３年間の取組における成果として，よい機材や環境があると，生徒や教職員

のやりたいことも増え，挑戦と失敗の経験が，市商マネジメント力の伸長につながることを確認

できた。校外学習が昨年度の74件から今年度は104件へと増加，生徒主体の地域貢献プロ

ジェクトも併せて増加した。この間教職員は，カリキュラム開発，外部講師や協力機関とのコー

ディネート，探究的な授業を展開するなど，多岐にわたり教育職員としての専門性を発揮してく

れた。今年度は，文部科学省の指定校発表会や高校コーディネータ全国フォーラムへの参加

により，全国の先進校と情報交換する機会も増え，学びを深めていった。さらには，文部科学省

事業指定校をはじめ６校の他県高等学校から視察の依頼を受け，授業公開や交流を進める

ことができた。課題研究発表会及び市商地域創造プログラム報告会では，県外高等学校関

係者，企業，自治体，教育委員会などから約70名の参加を得て，情報発信ができた。参加者

アンケートの内容や，閉会の来賓の言葉や，来場者の表情から，高知市における高知商業高

等学校の存在意義を認知していただくことにつながる報告になったようで安堵している。 

 

２ 課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市商を 
学び 
楽しめ！ 
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Ⅱ 令和６年度市商地域創造プログラム実施報告 

   本事業では，科コース長等が，それぞれの専門性を活かし，外部講師や外部協力団体

とのコーディネータ役を担い，特色あるカリキュラムを開発してきた。また，校内プロ

ジェクトチームを持たず，リーダーを置かず，会議も持たず必要に応じて相談し進める

形をとった。わたしたちは一人ひとりが①新しいプロジェクトで必要とされる挑戦的

な職務を引き受けること，②仕事をより効率的に行うために新しいツールを活用する

こと，③失敗から学ぶことにより，３年前より着実に前進していると感じている。 

令和６年度は，予算執行や行政との折衝など新たに着任した事務長，担当係長と連携

し，校内での意思決定をもとにこれまで以上にスピード感を持って対応することがで

きた。各科コースの講師招聘については，授業担当が外部講師の内諾を得たのち，事業

責任者が外部講師とメールによる連絡や依頼文書等の送付を行い，庶務が支払事務を

執行するなど，各担当が抜かりや滞りなく，情報共有しながら進めるために下のような

シートを作成し活用した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 学習プログラム 
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    ⑴ 総合マネジメント科ライセンスコース３年生 

1) 活動主体 

   高知商業高等学校 総合マネジメント科ライセンスコース３年生 100名 

 

2) 実施授業 

   課題研究 

 

3) 授業の目的・ねらい 

○ 目的 

アントレプレナーシップ教育を通して，自ら社会課題を見つけ，他者と協働

し，ビジネスの観点から解決策を考えることによって，様々な困難や変化に対

し，与えられた環境のみならず自ら枠を超えて行動を起こし，新たな価値を生

み出す力の育成を目指す。 

○ ねらい 

ア 社会や身の回りの課題から事業機会を発見し，ビジネスプランを構築する。 

イ 企業訪問や企業研究を通して，ビジネスの知識を身に付ける。 

ウ 企業訪問などを通して，社会と繋がる機会を作る。 

エ 授業や活動の経験から自らの進路実現や将来の方向性について考える。 

 

 4) 外部講師（敬称略） 

講師氏名(所属) 主な講義内容 

須江 勇介 

（株式会社アッシェ） 

事業内容に関する講演 

ビジネスプランに対する助言 

濱田 創 

（株式会社なかよしライブラリー） 

事業内容に関する講演 

ビジネスプランに対する助言 

田内 宏和 

（株式会社ウィズ・ソリューション） 

事業内容に関する講演 

ビジネスプランに対する助言 

 

5) 科目横断的な授業 

科目名 授業内容 

ビジネスマネジメント 
経営に関する時事ニュースを取り扱い，社会課

題の発見に繋げる 

 

6) 実施実績 

令和６年度 

月日（曜日） 内容 

4月 16日(火) 
オリエンテーション 

チームビルディング 
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4月 18日(木) 

【自分棚卸】ワークシートを活用し，自分の幼少期か

ら現在までの経験など，自分自身についての整理を

行った。 

4月 23日(火) 

【課題発見】棚卸をもとに，自己理解インタビューを

行い「誰のために何に取り組みたいのか」を明確にし

た。  

4月 25日(木) 
【チーム決定】テーマごとに生徒をチームとしてまと

めた。 

4月 30日(火) 
【ターゲット設定】具体的にターゲットを選定し，

ニーズ調査に向けて準備を行った。 

5月 9日(木) 

【ニーズ調査】ターゲットに対する取材計画を立案

し，アポイントメント，本取材等を行った。 

5月 14日(火) 

5月 16日(木) 

5月 23日(木) 

6月 4日(火) 
【課題設定】取材結果をもとにビジネスになりそうな

課題を選定した。 

6月 6日(木) 

【ビジネスプランニング】 

課題をもとに，どのようにすればビジネスとして解決

することができるのかを話し合い，ビジネスモデルの

作成を行った。 

6月 11日(火) 

6月 13日(木) 

6月 18日(火) 

6月 20日(木) 

6月 25日(火) 

7月 4日(木) 中間報告会準備リハーサル 

7月 9日(火) 

【中間報告会】作成したビジネスモデルをクラスで発

表し，質疑応答などを通じてプランの問題点などが浮

き彫りとなった。 

7月 11日(木) 中間報告会振り返り 

フレームワークKPTを活用し，継続すること，改善点，

挑戦することの３つに分類を分けて考えた。 
7月 18日(木) 

9月 3日(火) 

【コンテスト応募に向けた資料作成】高校生ビジネス

プラングランプリと高知ビジネスアイデアコンテスト

に向けた資料作成に取り組んだ。  

9月 10日(火) 

9月 12日(木) 

9月 17日(火) 

9月 24日(火) 

9月 26日(木) 

10月 8日(火) 

ビジネスプラン検討会 

教員，生徒をクラスを超えて配置し，現状のプレゼン

を行い，ブラッシュアップを行った。 
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10月 17日(木) 
ビジネスプラン検討会を踏まえたブラッシュアップを

行った。 

10月 19日(土) 
高知ビジネスアイデアコンテスト（KOIB主催）参加 

 最優秀賞含む４チームが受賞 

10月 29日(火) 

【高知県内の起業家による 

ブラッシュアップワークショップの実施】 

須江氏，濱田氏，田内氏の３名に各クラスに講師とし

て来校していただき，講演会の実施，さらに生徒のビ

ジネスプランに対する助言をしていただいた。 

10月 31日(木) 

【最終ブラッシュアップ期間】 

ライセンスコースビジネスプランコンテストに向け

て，前回のワークショップの助言も踏まえた改善を

行った。取材活動などにも取り組み，根拠をより正確

なものへと変化させた。 

11月 5日(火) 

11月 7日(木) 

11月 12日(火) 

11月 14日(木) 

11月 19日(火) 

11月 21日(木) 

11月 22日(金) 

高知イノベーションサミット 2024参加 

 中四国の経営者が集うサミットにて，高知ビジネス

アイデアコンテスト最優秀チームがピッチを披露 

11月 26日(火) 

【ライセンスコースビジネスプランコンテスト（一次

審査）】 

ビジネスプラン一次審査の実施 

各クラスで上位２組を決定する審査会の実施 

11月 28日(木) 

最終審査に向けた準備＆レポート作成 12月 10日(火) 

12月 12日(木) 

12月 17日(火) 

【ライセンスコースビジネスプランコンテスト（最終

審査）】 

ビジネスプラン最終審査 

（13:00〜15:15 第一体育館） 

各クラス代表２組×３クラス，合計６組出場 

ゲスト審査員を迎え，最終審査会を実施 

グランプリ，準グランプリを決定 

須江氏による講演会の実施 

1月 9日(木) 
レポート作成 

２年間取り組んできたことの集大成としてレポートに

4000字程度でまとめた。 

1月 14日(火) 

1月 16日(木) 

1月 21日(火) 
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7) 生徒の感想等 

・ 発想力や論理性など身につく良い機会となった。その反面，挑戦する力が

まだ足りてないという課題も見つかったのでこれからはそこの部分の力をつ

けたいと思う。 

・ 難しい問題に衝突して諦めそうになることもあったけど，同じグループの

仲間と協力して乗り越えることで，良いビジネスプランを作ることができた

ことがとても思い出に残っている。課題研究の授業で学んだことをこれから

の生活でも活かしていきたい。 

・ 自分の将来の選択肢をひとつ増やすことができたと感じた。 

・ ２年間の活動を通して，貴重な経験をすることができました。修学旅行で

企業を直接訪問したり，社長さんからアドバイスを頂いたり，本気でビジネ

スに向き合うことができた２年間でした。将来起業するつもりがなくても，

アントレプレナーシップはどの場面でも活用することができます。これから

もアントレプレナーシップを活用していきたいです。 

・ 毎時間，頭をフル回転させる難しい授業でした。苦手意識もあり，これか

らの活動に不安がありましたが，なんとかやり切ることができました。 

・ 人と共同で何かを作っていくということの難しさやモチベーションを向上

させることの難しさというリーダーシップ的な部分を学ぶことができた。ま

た，起業やビジネスに必要なスキルとは何なのかを知り，そしてそれはこれ

からの人生にどのように活かせるのかということを考え自分のキャリアにも

落とし込むことができた。課題研究の授業によって，他の高校では得られな

い商業の学びをさらに深めることができたと感じる。 

・ 最初は難しそうだと思ってあまり関心をもっていなかったのに，真剣に自

分たちが考えたビジネスと向き合うことで，新しい自分を知るなど自分とも

ちゃんと向き合うことができ，大きく成長することができて本当に嬉しかっ

たです。そして，新しい夢や目標を見つけることができて，この授業があっ

て本当に良かったと思いました。 

・ 本当に最初は授業だからという気持ちでやっていたけど次第に考えていく

のが面白くなってきて最後まで真剣に取り組むことができました。このアン

トレプレナーシップの考え方を忘れず，考えに詰まったときは思い出してこ

の考え方で物事を考えていきたいと思います。 
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8) 授業担当者感想等 

  本年度は，２年間のアントレプレナーシップ教育の２年目にあたり，昨年度の

教育プログラムを大きく見直し，全体を 10単元に構成して取り組んだ。 

 

① 自分棚卸 

   生徒が幼少期から現在までの生い立ちを整理し，自身の興味・関心を再確認

する時間を設けた。また，友達同士でインタビューを行い，より深く掘り下げ

たうえで，最も関心のあるテーマをビジネスの領域として設定した。 

② チーム決定 

 １単元目で設定したテーマごとに，同じ関心を持つメンバーを教員がチーム

分けした。 

③ ターゲットの設定 

   チーム活動として，ビジネスのターゲットとなる顧客層を話し合った。 

④ ニーズ調査 

   設定したターゲットが抱える課題を明確にするため，インタビュー取材を実

施した。 

⑤ 課題設定 

   調査結果をもとに，「誰の」「何を解決する」ビジネスなのかを明確にした。 

⑥ ビジネスプランニング 

   ビジネスとして継続的に収益を獲得できるよう，ビジネスモデルの構築に取

り組んだ。 

⑦ コンテスト応募 

   日本政策金融公庫主催の「高校生ビジネスプラングランプリ」と，高知イノ

ベーションベース主催の「高知ビジネスアイデアコンテスト」の２つに応募し

た。高知ビジネスアイデアコンテストでは４チームが最終審査に進み，うち１

チームが最優秀賞を受賞した。 

⑧ ブラッシュアップ期間の設定 

   さらなる改善を図るため，次の２つに取り組んだ。 

  ・ クラスと担当教員をランダムに入れ替え，ビジネスプランのディスカッ

ションを実施 

  ・ 高知イノベーションベースの協力により，起業家３名を講師として招き，

各クラスで助言を受けた。 

⑨ 校内ビジネスプランコンテスト開催 

「第２回ライセンスコースビジネスプランコンテスト」を実施。 

・ クラスごとの一次審査で上位２チームを選出 

・ 最終審査では６チームが登壇し，ライセンスコース１・２年生，審査員５

名（ゲスト審査員３名，教頭，主幹教諭）が参加 

・ グランプリおよび準グランプリを決定 

⑩ レポート作成 

２年間の学びを振り返り，約 4,000文字のレポートを作成した。 
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以上のように，10 単元で構成されたプログラムを通じて，アントレプレナー

シップ教育に取り組んだ。 

本年度のプログラムのポイントは大きく４つ挙げられる。１つ目はチーム編成で

ある。昨年度はビジネスアイデアに対して賛同した仲間を集めるという形で形成し

たが，結局親しい仲間の所に集まってしまうことに繋がってしまった。本年度は

テーマごとにチームを決定し，５～６名で各クラス６チーム作成した。しかし，１

年間活動を続けていく中で見えてきた課題としては人数設定である。５～６名程度

では活動において，十分に役割分担ができておらず，３～４名程度に人数を設定す

る必要があった。また，興味のあるテーマごとにメンバーを決定したが，メンバー

内の熱量の格差も多くみられ，チームビルディングの難しさを感じた。 

２つ目はピッチの回数である。昨年度よりもピッチ回数を増やし，７月，９月，

10 月，11 月合計４回ピッチを行った。ピッチを行うことによって，ビジネスプラ

ンの現状を整理することができ，質疑応答を行うことによって，課題を見つけ改善

につなげることができていた。 

３つ目はピッチ資料の作成に重点を置いたことである。昨年度はプロトタイプと

してアプリやホームページを作成させたが，作成そのものに時間を要し，ビジネス

プランの改善にスピード感がなくなってしまっていた。本年度はプロトタイプを作

成せず，ビジネスアイデアのピッチ資料の作成に重点を置いた。ビジネスプランの

作成に時間を多く費やすことで，ターゲットをより具体的に設定することや，収支

計画の作成に取り組むことができた。しかし，プロトタイプがないことによって，

プランに実現可能性の低いものも一定数出てきてしまった。また，プロトタイプを

活用した取材活動も実施できなかったため，プロトタイプの必要性も感じた。授業

時間とのバランスを図りながら，プロトタイプを作成する必要がある。 

そして４つ目は高知イノベーションベース（KOIB）の方々の協力を得たことであ

る。10 月のクラスでのピッチに参加していただき，助言をいただくことができた。

また 12 月「第２回ライセンスコースビジネスプランコテンスト」にも審査員とし

て参加していただいた。生徒たちにとって，高知県内で活躍する起業家の方々から

のメッセージは非常に影響が強く，ビジネスアイデアの改善だけではなく，本気で

起業を目指したいと考える生徒も現れるようになり，今後のキャリアに大きく関わ

る出逢いとなった。 

このように昨年度からの改善を図ることによって，コンテストで最優秀賞を受賞

するなど一定の成果は見られた。しかし，来年度以降に向けても本コースのアント

レプレナーシップ教育プログラムはさらに改善する必要があるものだと感じている。 

ライセンスコースとして，「資格取得のその先へ」を大きなテーマに掲げアント

レプレナーシップ教育に取り組んできた。商業高校生として学びを実践に繋げるこ

とはもちろんだが，将来のキャリア選択として「起業」が選択肢にある生徒もいる。

将来，この教育プログラムで学んだアントレプレナーシップを活かし，高知県や日

本，世界で活躍する人材へと成長することを願っている。 
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▲高知ビジネスアイデアコンテストの出場時の様子 

9） 授業風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲地域住民への取材の様子 
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▲起業家の方３名に各クラスで講演やビジネスプランの助言をいただいている様子 

▲第２回ライセンスコースビジネスプランコンテスト開催時の様子 

▲高知イノベーションサミットへの参加の様子 
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▲自分棚卸をした際に使用したワークシート 

▲起業家の助言をいただいた後に使用した ワークシート  

▲事業機会を発見するために使用したワークシート 

▲先行事例を研究するために使用したワークシート 

10) 成果物 
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▼プレゼン大会で実際に使用した生徒が作成したスライド 
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令和５年度（２年次） 令和６年度（３年次） 

令和６年度（３年次） 

11) アンケート結果 ※令和５年度（２年次）のアンケートとの比較 

① アントレプレナーシップに必要な資質に関するアンケート結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

昨年度と比較してもどちらも「そう思う」という回答が増えており，２年間を通じてア

ントレプレナーシップに必要な創造する力や，挑戦する力が身についたと実感している生

徒が増加したことが分かる。 

 

② 市商マネジメント力に関するアンケート結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年度と比較して肯定的回答が増加 

令和５年度（２年次） 

昨年度と比較して肯定的回答が増加 
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徴的である。昨年度よりも競合他社分析をしたチームも多く，より実現可能なプランとす

るために，調査・分析に時間をかけたことが要因ではないかと考える。 

 一方，「ビジネスアイデアを作成するにあたって，最も大切にしたことは何でしたか？」

の問いに対しては，「ビジネスモデル」と「ターゲット」と回答している生徒が増えてい

る。収益を得るビジネスモデルにする構造を重点に考えながら，そのためには，ニーズが

なければ実現ができないと考える生徒が増えたことが要因として考えられる。 

 

● 次にビジネスを考えるならどのような分野でビジネスを考えたいですか？ 

観光，リゾート地開発，スポーツ，ゲーム，アパレル，美容，化粧品，医療，福祉，高

齢化社会で役立つビジネス，食品，食品ロス，給食，飲食店，農業，食品包装の代替素

材開発，教育，学生向けビジネス，保育，AI，アプリ開発，IT，情報，環境保護，災害

対策，防災，資源問題，動物保護，地域活性化，観光，空き家活用，電化製品，日用

品，ジェンダー問題，障がい者支援，投資，海外ビジネスなど 

 

⑤ 自分自身の成長や考え方に関するアンケート 

● ビジネスアイデアを考えるにあたって，自分自身が最も成長した部分や学びはどのような

ものでしたか？（自由記述） 

・ 物事を多方面から見る力や班で出た意見を整理してまとめる力がついた。 

・ グループで協力して案を出すことやそれをまとめることの大変さを知り，協力する

ことの大切さを知った。 

・ 課題発見解決力が一番成長したと思う。ビジネスを考えるにあたって，どのような

部分を直せば本当にビジネスとして運用していけるのかなどを班員で話し合うことが

多かったため，この力が一番成長したし身に付いたと思った。 

・ 困難にぶつかっても諦めずに取り組むことや，最初から諦めるのではなく挑戦する

ことが成長した 

・ 失敗を恐れないようになった 

・ 他者の考えを受け入れアイデアをまとめる力が成長した 

・ 固定概念ばかりに囚われるのではなく，広い視野をもって物事を考える。 など 

 

 

⑥ アントレプレナーシップに関するアンケート 

 

 

 

 

 

令和５年度（２年次） 令和６年度（３年次） 
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⑵ 社会マネジメント科地域実践コース３年生 

1) 活動主体 

   高知商業高等学校 社会マネジメント科地域実践コース３年生 35名 

 2) 実施授業 

   課題研究・商品開発と流通 

3) 授業の目的・ねらい 

  商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通

して，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。（1）商業

の各分野について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連

付けられた技術を身に付けるようにする。（2）ビジネスに関する課題を発見し，

ビジネスに携わる者として解決策を探究し，科学的な根拠に基づいて創造的に解

決する力を養う。（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，ビジネス

の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。（学習指導要領 課題

研究より） 

 昨年度からの「観光」「観光ビジネス」の分野についての学びに加え，世界や

日本，地元高知や地方，地域の課題について考え，その解決手段について考える。

自治体や企業，NPO や NGO の方々と繋がりを持たせていただき，学校での学びを

より深めることに取り組む。 

 

4) 外部講師（敬称略） 

講師氏名(所属) 主な講義 

石筒 覚 

（高知大学地域協働学部） 

高大連携授業 

「アイディアを磨く対話の場：高校生と

大学生のディスカッション」 

今城 逸雄 （准教授） 

曽我部 成美（大学生） 

田中 孝樹 （大学生） 

（高知大学地域協働学部） 

高大連携授業 

ペルソナシートを活用した企画の作り方 

土曜夜市の協働出店に向けた事前指導 

廣瀬 真也 

（高知県地域おこし協力隊ネットワーク サポートスタッフとさのね） 

高知の未来を造る対話 

高知県地域おこし協力隊×高校生 

川島 尚子 

（高知県地域おこし協力隊ネットワーク サポートスタッフとさのね） 

高知の未来を造る対話 

高知県地域おこし協力隊×高校生 

大原 梓 

（高知県地域おこし協力隊ネットワーク サポートスタッフとさのね） 

高知の未来を造る対話 

高知県地域おこし協力隊×高校生 

田村 樹志雄 

（特定非営利活動法人こうち企業支援センター） 

高知の未来を造る対話 

高知県地域おこし協力隊×高校生 



20 

 

 

5) 外部協力者・機関（敬称略） 

対象チーム 協力者・機関名（所属） 主な協力内容 

A 
六反田 裕 

（株式会社 One Habit） 

プロジェクトの企画立案にあたり，地域の

のニーズや安全面を考慮するアドバイスを

提供 

A 河ノ瀬児童館 

プロジェクトにおいて，活動の実施に必要

な場の提供 

児童や生徒たちの安全管理の協力 

B 株式会社サンプラザ塚ノ原店 

協働商品開発プロジェクトへの協力 

考案したアイデアの実現に向けた技術的支援 

試作品の制作や品質チェックへの協力 

B 
東森 歩 

（ファン度レイジング・マーケティング） 

商品コンセプトの検討における助言や提案 

商品完成後のフィードバック提供 

C 
森木 風太 

（ひなむぎの森） 

現地調査における案内および地域の森林状

況に関する情報提供 

森林保全活動や現地での課題について講話 

材料提供(木材・サンプル資料） 

C 

今城 逸雄 （准教授） 

曽我部 成美（大学生） 

田中 孝樹 （大学生） 

（高知大学地域協働学部） 

高知大学地域協働学部ナビ・ツーリスト班

と共同で，スポ GOMIの開催 

 

D 

岡村 龍弥 

中村 仁洋 

（こうち観光ナビ・ツーリストセンター） 

外国人お遍路向けパンフレットの制作に向

けた，ニーズや内容，デザインに関するア

ドバイスの提供 

完成したパンフレットの設置場所としての

スペースを提供 

D 
山田 健真 

（竹林寺 僧侶） 

地域のお遍路文化の背景やお遍路体験に関

する情報の提供 

生徒のお遍路体験サポート 

E うらど龍馬保育園 

プロジェクトにおいて，活動の実施に必要

な場の提供 

園児や生徒たちの安全管理の協力 

E 
本間 清 

（NPO法人日本渚の美術協会） 

シーボーンアートについての情報提供 

 

C/F 

 
子ども食堂とりごえ 

ボランティア経験の提供 

プロジェクトにおいて，活動の実施に必要

な場の提供 

参加者や生徒たちの安全管理の協力 

考案したメニューの調理支援 
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G 
植田 梨央 

（魚梁瀬地区地域おこし協力隊） 

地域イベントの企画段階での準備作業支援 

森林鉄道に関する歴史や背景に関するガイ

ドや解説の実施 

G 
西田 奈央 

（魚梁瀬地区地域おこし協力隊） 

地域イベントの企画段階での準備作業支援 

プロジェクトにおいて，活動の実施に必要

な場の提供 

G 

大塚 良治 

嶋本 武志 

（江戸川大学社会学部） 

JR四国高知企画部へのプラン提案の場を設定  

プロジェクトの企画立案に向けたアドバイ

スの提供 

6) 実施実績 

令和６年 

日付 講座・課外活動 内容 

3 月 23 日 (土 ) 
課外活動 土佐の食１グランプリ 

3月 24日(日) 

4月 12日(金) 

講座 

土佐の食１グランプリ振り返り 

４月 16日(火) 当面の日程確認・連絡事項共有 

4月 19日(金) 
大学生・教授・２年生に向けての資料作成 

Bチーム（株式会社サンプラザ商品開発会議） 

4月 23日(火) 学生・教授・２年生に向けての資料作成 

4月 26日(金) 
大学生・教授・２年生に向けての資料作成 

Bチーム（株式会社サンプラザ商品開発会議） 

4月 30日(火) 
大学生・教授・２年生に向けての資料作成 

5月 1日(水) 

5月 14日(火) 浦戸小学校・大学生に向けての準備 

5月 22日(水) 

課外活動 

浦戸小学校交流学習・スポーツフェスティバル係会 

5月 24日(金) 高知大学訪問（企画プレゼン・ブラッシュアップ） 

5月 26日(日) 浦戸小学校スポーツフェスティバル 

5月 31日(金) 
高知大学訪問（企画プレゼン・ブラッシュアップ）  6月 4日(火) 

6月 7日(金) 

講座  

高知大学（今城ゼミ来校） 

Bチーム（株式会社サンプラザ商品開発会議） 

6月 11日(火) 企画プレゼン・ブラッシュアップ  

6月 14日(金) 
企画プレゼン・ブラッシュアップ 

Bチーム（株式会社サンプラザ商品開発会議）  

6月 18日(火) 
ニュージャージー州留学生受け入れ事業準備 

6月 21日(金) 
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6月 21日(金) 
講座 ニュージャージー州留学生受け入れ事業準備 

6月 25日(火) 

6月 29日(土) 課外活動 高知大学地域協働学部土曜夜市出店ボランティア 

7月 5日(金) 
講座 

高知商業生がニュージャージー州から留学生をおもてなし 

〜高知とアメリカの高校生がつなぐ国際交流と地域の未来〜  7月 5日(金) 

7月 6日(土) 課外活動 高知大学地域協働学部土曜夜市出店ボランティア 

7月 9日(火) 

講座 

チーム別現状報告と達成度の確認 

7月 12日(金) 
チーム別現状報告と達成度の確認 

Bチーム（株式会社サンプラザ商品開発会議） 

7月 13日(土) 課外活動 高知大学地域協働学部土曜夜市出店ボランティア 

7月 16日(火) 
講座 チーム別会議 

7月 17日(水) 

7月 20日(土) 

課外活動 

高知大学地域協働学部土曜夜市出店ボランティア 

7月 27日(土) 
高知大学地域協働学部土曜夜市出店ボランティア 

高知大学国際協働入門受講 

8月 3日(土) 第 20回記念浦戸の夏祭りスタッフボランティア活動 

8月 6日(火) 講座 Bチーム（株式会社サンプラザ商品開発会議） 

8月 10日(土) 

課外活動 

Gチーム：馬路村魚梁瀬イベント開催 

8月 11日(日) Gチーム：馬路村魚梁瀬森林鉄道ガイドボランティア 

8月 12日(月) Cチーム：ひなむぎの森訪問 

8月 19日(月) Fチーム：とりごえ子ども食堂夏祭りボランティア 

9月 3日(火) Bチーム（FM高知ラジオ収録） 

9月 4日(水) 

講座 

夏休み活動報告書作成 

9月 6日(金) 夏休み活動報告書作成 

9月 10日(火) 夏休み活動報告全体共有・ブラッシュアップ 

9月 13日(金) 文化祭ワークショップ企画準備 

9月 14日(土) 
課外活動 

Bチーム in株式会社サンプラザ販売実習 

9月 15日(日) Bチーム in株式会社サンプラザ販売実習 

9月 17日(火) 

講座 

文化祭ワークショップ企画準備 

9月 20日(金) チーム別会議 

9月 24日(火) チーム別会議 

9月 27日(金) 
文化祭ワークショップ企画準備 

Bチーム（株式会社サンプラザ商品開発会議） 
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10月 1日(火) 文化祭ワークショップ企画準備 

10月 20日(日) 課外活動 浦戸地区大運動会ボランティア 

10月 24日(木) 

講座 

文化祭ワークショップ企画振り返り 

10月 29日(火) 
チーム別会議・現状報告 

Bチーム（株式会社サンプラザ商品開発会議） 

11月 1日(金) チーム別現状報告・ブラッシュアップ 

11月 5日(火) チーム別会議 

11月 8日(金) チーム別現状報告と計画共有 

11月 12日(火) チーム別会議 

11月 15日(金) 
講座 

チーム別会議 

11月 18日(月) チーム別会議 

11月 22日(金) 
講座 

課外活動 

チーム別会議・現状報告 

Eチーム：うらど龍馬保育園事前打ち合わせ 

11月 26日(火) 講座 社会マネジメント科地域実践コース climaxキャンプ始動  

12月 7日(土) 課外活動 
Cチーム：高知大学地域協働学部共同開催スポ GOMI

事前リハーサル 

12月 9日(月) 課外活動 
Cチーム：プロジェクト実施 inとりごえ子ども食堂 

Fチーム：プロジェクト実施 inとりごえ子ども食堂 

12月 10日(火) 

講座 

社会マネジメント科地域実践コース climaxキャンプ

クラス会議（組織役割分担） 

12月 13日(金) 
社会マネジメント科地域実践コース climaxキャンプ

クラス会議（商品開発会議） 

12月 17日(火) 
講座 

課外活動 

チーム別会議・現状報告 

Bチーム（株式会社サンプラザ商品開発会議） 

Eチーム：プロジェクト実施 inうらど龍馬保育園 

12月 21日(土) 
課外活動 

Bチーム：高知駅旅ひろマーケット販売実習 

12月 23日(月) Aチーム：プロジェクト実施（河ノ瀬児童館） 

1月 10日(金) 

講座 

葉山中学校交流学習準備 

1月 14日(火) 葉山中学校交流学習 

1月 17日(金) 
社会マネジメント科地域実践コース climaxキャンプ

クラス会議（役割別会議） 

1月 21日(火) 
社会マネジメント科地域実践コース climaxキャンプ

クラス会議（役割別会議） 

1月 23日(木) 社会マネジメント科２年生への活動報告プレゼンテーション 
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1月 24日(金) 社会マネジメント科１年生への活動報告プレゼンテーション 

2月 1日(土) 課外活動 
Cチーム：高知大学地域協働学部とスポ GOMI実施 

in高知中央公園 

2月 9日(日) 課外活動 
社会マネジメント科地域実践コース climaxキャンプ①  

〜Kochi Shogyo Sea House〜 in SOUTH HORAIZON Brewing 

2月 10日(月) 課外活動 
社会マネジメント科地域実践コース climaxキャンプ②  

 in集落活動センターいしはらの里 

7) 活動報告 

≪第 15回土佐の食１グランプリ出店≫ 

実施日時 令和６年３月 23日(土)・24日(日) 

 場所  こうち旅ひろば 

 内容  平成 22 年から開催されている土佐のご当地グルメ№１を決定するイベ   

ント「土佐の食 1グランプリ」に出店。社会マネジメント科 1期生が出

店を始めて以来，11 年連続で参加を続けている。地域のパン屋「ア

ダージョ」様と共同開発した「こじゃんとサンド」を販売し，第５位

に入賞した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪高知市立浦戸小学校スポーツフェスティバル・浦戸地区大運動会運営ボランティア≫ 

 実施日時 令和６年 5月 22日(水)…係会・令和６年 5月 26日(日)…本番 

場所  高知市立浦戸小学校 

  内容  過疎化による児童数の減少により運営が困難となっている高知市立浦

戸小学校や地区の運動会の運営ボランティアを行った。 

  対象者  浦戸小学校１年生～６年生・浦戸地区住民 
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≪社会マネジメント科地域実践コース climaxキャンプ①≫ 

 目的   地域貢献活動の総括: ２年間の市商地域創造プログラム（観光ビジネ

ス・課題研究）で取り組んできた学びの集大成として県内企業とのイベ

ントを企画・運営する活動を通して，地域観光を開発できる人材の育成

を目指す。 

主催  高知商業高等学校社会マネジメント科３年 

協力  SOUTH HORIZON brewing  

日時  令和７年２月９日(日)  

会場  SOUTH HORIZON brewing 〒781-0112 高知県高知市仁井田 4712-5新港高台  

内容  クルーズ船インバウンド観光客おもてなし企画 

（よさこい・⽇本⽂化の体験・⾼知県観光案内） 

  ⾃然に触れる体験型ワークショップ 

（廃材キーホルダー・シーボーンアート） 

SOUTH HORIZON Brewing様のお困りごとに対する改善策企画 

(高知県のお⼟産コーナーのプロデュース) 

SOUTH HORIZON Brewingオリジナルコーヒーの POP作成 

サンプラザ塚ノ原店との協働開発商品の販売 

SOUTH HORIZON Brewingと協働開発商品の販売（オリジナルドリンク） 
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     感想 （イベント統括リーダー 生徒の振り返りより） 

        イベント開催に向け，外国客船に乗っている外国人をターゲットに準備 

        を進めていた。しかし，直前になって天候の影響で外国客船が来ないと

いう報告を受け，その結果当日の集客が困難になった。私たちが予想し

ていたものとは異なる結果となり，リーダーとして非常に悔しい想いを

した。しかし，イベント終了後の全体での振り返りを通じて気づいたこ

とがある。それは，私たちが求めていたのはイベントの成功や失敗では

なく，活動を通じて得られる成長や変化だった。この経験を通し，自分

自身の成長やクラスの良さや変化，そしてまだまだ残された課題という

新しいものを見つけ出すことができた。これこそがこの活動を通じて求

められていた重要な部分だと痛感している。この２年間，社会マネジメ

ント科地域実践コースで学び，貴重な経験を多くしたことで，座学だけ

では得られない学びを得ることができた。地域に密着した活動を通して，

新たな力や価値観，人間性を育むことができた。そして，将来の自分の

在りたい姿，新たな夢を見つけることができたことが３年間学んできた

価値である。 

 

≪社会マネジメント科地域実践コース climaxキャンプ②≫ 

目的  地域課題解決を目指して取り組む方々とのディスカッションを通し，

自分たちの２年間の活動を振り返る。 

主催  高知商業高等学校社会マネジメント科３年６H  

協力  高知県地域おこし協力隊ネットワークとさのね サポートスタッフ（４名） 

日時   令和７年２月 10日(月)  

会場   集落活動センター いしはらの里 〒781-3334 高知県土佐郡土佐町西石原 1228  

    内容   高知県地域おこし協力隊ネットワークとさのねからサポートスタッフ 

等４名の講師を迎え活動の報告及びディスカッション 
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≪Aチーム 生徒作成報告書≫ 
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≪Bチーム 生徒作成報告書≫ 
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